
 

平成２６年２月７日 

 

平成２５年度後期助成先の決定について 

 

１．平成２５年度事業の一部として、国際交流助成事業（後期）及び論文表彰

事業の募集を行ったところ、国際交流助成２３件、論文表彰１４件の申請が

ありました。 

 

２．学識経験者からなる選考委員の審査を経て、本年２月６日の理事会におい

て助成対象を次の通り決定しました。 

 

（１）後期国際交流助成事業 

 

①研究留学       （１件    1 ,000 千円）３件 3,000 千円 

②学会出席       （１件      300 千円）２件   600 千円 

③研究者招聘      （１件  1 ,000 千円）２件 1,650 千円 

 

（２）論文等表彰事業（副賞 500 千円）   ２件 1,000 千円 

 

３．後期国際交流助成事業 

（１）研究留学（応募件数：１１件） 

１）宇都宮 裕人（広島大学） 

   留   学   先：Cedars‐Sinai Medical Center,  UCLA（米国） 

助成額・期間：１，０００千円（平成 26.4.1～28.3.31 730 日間） 

     研究テーマ：経皮的大動脈弁置換術が心機能にあたえる影響 

                   ー3 次元超音波診断装置を用いた検討ー 

 ２）北野 大輔（日本大学） 

     留   学   先：Brigham and Women's Hospital, Harvard Medical School  (米国) 

助成額・期間：１，０００千円（平成 26.4.1～28.3.31 730 日間） 

     研究テーマ：インクレチンの内皮細胞障害の抑制メカニズム、eNOS シグナリング

経路、mTOR タンパクとの関連性の解明 

３）末廣 浩一（大阪市立大学） 

     留   学   先：カリフォルニア大学アーバイン校（米国） 

助成額・期間：１，０００千円（平成 26.4.1～27.3.31 365 日間） 



     研究テーマ：心臓血管外科手術における低侵襲血行動態モニターの開発及び周

術期プロトコールの作成 

 

（２） 国際会議出席（応募件数：９件） 

 １）加藤 浩一（滋賀医科大学） 

     助成額・期間：３００千円（平成 26.3.29～3.31 ３日間） 

     学 会 名 ：American College of Cardiology 14, 63rd  

Annual Scientific Session 

         開 催 地 ： ワシントン（米国） 

２）長谷川 奏恵（新潟大学） 

     助成額・期間：３００千円（平成 26.5.6～5.11 ６日間） 

     学 会 名 ：Heart Rhythm 2014, 35th Annual Scientific Sessions 

         開 催 地 ：サンフランシスコ（米国） 

（３） 研究者招聘（応募件数：３件） 

１）Paul M Vanhoutte 教授（香港大学） 

申 請 者：谷内 一彦（東北大学） 

助 成 額：６５０千円（平成 26.3.17～3.21 ５日間） 

来 日 目 的： 第 87回日本薬理学会における講演、東北大学において 

セミナー等 

２）Richard M ．Satava 教授（ワシントン大学） 

申 請 者：橋爪 誠（九州大学） 

助 成 額：１，０００千円（平成 26.6.21～6.30 １０日間） 

来 日 目 的：第 28 回国際コンピュータ支援放射線医学・外科学会議（CARS2014）

における講演等 

４． 論文等表彰事業（応募件数：１４件） 

１）河原 哲也（小倉医師会健診センター） 

副  賞：５００千円   

対象論文：Atorvastatin, Etidoronate, or Both in Patients at High Risk for 

Atherosclerotic Aortic Plaques：A Randomized Controlled Trial 

発表した機関誌等：Circulation  127 巻 23 号・2327－2335 頁 2013 年 

２）前野 健一（虎の門病院） 

副  賞：５００千円  

対象論文：Effects of obstructive sleep apnea and its treatment  on 

signal‐averaged P‐wave duration in men 

発表した機関誌等：Circulation： Arrhythmia and Electrophysiology 

                 6 巻・2号・287‐293 頁 2013 年 


